
鶴
岡
市
は
２
日
、
売
電

が
困
難
と
な
り
検
討
課
題

と
な
っ
て
い
た
新
ご
み
焼

却
施
設
に
係
る

売
電
事
業
に
つ

い
て
、
令
和
３

年
４
月
の
供
用

開
始
か
ら
売
電

が
可
能
（
売
電

収
入
・
年
間
約

１
億
８
千
万
円

を
想
定
）
と
な

っ
た
こ
と
を
公

表
し
ま
し
た
。

１
日
に
東
北

電
力
か
ら
庄
内

地
域
で
の
空
き

容
量
が
発
生
し

た
と
の
説
明
が
あ
り
、
こ

れ
に
よ
り
空
き
容
量
を
活

用
し
て
の
接
続
が
可
能
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

市
は
当
初
、
売
電
が
困

難
な
事
を
想
定
し
同
日
に

県
や
市
、
ご
み
焼
却
施
設

整
備
関
連
業
者
、
電
力
事

業
者
等
を
メ
ン
バ
ー
と
し

た
余
剰
電
力
有
効
活
用
検

討
会
の
第
１
回
目
の
検
討

会
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
の
事
態
で
一
転

し
た
展
開
と
な
り
ま
し

た
。

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
起
因
、
政
策
転
換
を

日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
こ
の
問
題
は
「
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
で
石

炭
火
力
と
原
子
力
を
ベ
ー

ス
ロ
ー
ド
電
源
と
位
置
付

け
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
等
の
接
続
拡
大
が
制
約

さ
れ
る
」
こ
と
、
「
電
力

系
統
へ
の
接
続
の
増
強
が

必
要
な
場
合
は
、
発
電
事

業
者
の
負
担
ル
ー
ル
を
国

が
定
め
、
過
大
な
負
担
が

生
ず
る
」
こ
と
に
起
因
す

る
と
し
て
、
６
月
市
議
会

で
国
へ
の
意
見
書
提
出
を

提
案
し
、
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
も
ま
だ
同
様

の
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
再
エ

ネ
拡
大
を
本
格
的
に
進
め

る
た
め
に
は
、
要
因
と
な

る
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
転
換
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
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土木課入札結果（ ）内は予定価格
8月1日入札分

・由良４号線道路照明施設改修工事（由良地内）（入札14業者）
大同電気(株) 3,800,000円（4,933,000円）工期～11/15（落札率77.03％）

温海庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
8月1日入札分

・庚申堂湯見ヶ代線あつみ温泉桜植栽工事（湯温海地内）（入札3業者）
(株)アツケン 6,200,000円（6,414,000円）工期～12/16（落札率96.66％）

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
8月1日入札分

・鶴岡市中央児童館ターザンロープ更新工事
不調

水道課入札結果（ ）内は予定価格
8月2日入札分

・小波渡地内径100粍配水管移設工事（小波渡地内)（入札3業者）
東洋空調工業(株) 5,170,000円（5,260,000円）工期～10/31（落札率98.29％）
・中川代地内径100粍配水管移設工事（羽黒町中川代地内）（入札10業者）
(有)トータル設備 7,730,000円（7,920,000円）工期～11/29（落札率97.60％）
・羽黒地域遠方監視システム更新工事（のぞみ町地内他）（随意契約見積合せ）
産電工業(株)山形営業所 69,500,000円（69,710,000円）工期～2/3/23（落札率99.70％）

講
師
：
村
上
直
行
さ
ん

（
新
潟
県
）
あ
が
の
市
民

測
定
室
「
あ
が
の
ラ
ボ
」

代
表

日
時
：
９
月
１
日(

日)

時

分
～

13

30

会
場
：
山
形
大
学
農
学
部

３
号
館
１
０
３
講
義
室

参
加
費
：
５
０
０
円
（
子

ど
も
、
学
生
、
避
難
者
の

方
は
無
料
）

連
絡
先
：
フ
ク
シ
マ
の
子

ど
も
の
未
来
を
守
る
家

（
代
表
・
高
橋
裕
子
）

新ごみ焼却施設の完成予想図（市資料より引用）

第

回
日
本
海
沿
岸
東

31

北
自
動
車
道
新
潟
・
山
形

県
境
地
区
建
設
促
進
大
会

が
６
日
、
新
潟
県
村
上
市

た
ら
し
ま
し
た
。

現
在
、
新
潟
・
山

形
県
境
区
間
の
「
朝

日
温
海
道
路
（
全
長

・
８
㎞
）
」
は
、

40両
県
で
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、

新
潟
県
側
で

ヵ
13

所
、
山
形
県
側
で
６

ヵ
所
の
計

ヵ
所
の

19

ト
ン
ネ
ル
で
繋
ぐ
た

め
、
今
後
、
約

年
10

間
の
工
期
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

大
会
に
は
、
長
谷

川
剛
市
議
が
参
加
し

ま
し
た
。

の
村
上
市
総

合
文
化
会
館

で
開
か
れ
ま

し
た
。

６
月

日
18

に
発
生
し
た

山
形
県
沖
地

震
で
は
、
国

道
３
４
５
号

線
や
生
活
道

路
が
通
行
止

め
に
な
る
な

ど
し
、
住
民

生
活
や
地
域

経
済
に
大
き

な
被
害
を
も

閉会挨拶をする齋藤久鶴岡市議会議長



第

回
自
治
体
学
校

61

（
自
治
体
問
題
研
究
所
な

ど
共
催
）
が
７
月

日
か

27

ら

日
、
静
岡
市
で
開
催

29
さ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
に
行
わ
れ
た

「
地
域
循
環
型
経
済
と
一

人
ひ
と
り
が
輝
く
地
域
づ

く
り
」
（
講
師
：
岡
田
知

弘
京
都
橘
大
学
教
授
）
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

大
型
工
場
事
業
は
地

域
経
済
へ
の
波
及
効
果

少
な
い

は
じ
め
に
、
地
域
活
性

化
の
た
め
の
地
域
内
再
投

資
力
と
地
域
内
循
環
経
済

の
重
要
性
に
つ
い
て
触
れ

ま
し
た
。

高
度
経
済
成
長
期
以

来
、
「
大
型
公
共
投
資
＋

企
業
誘
致
政
策
で
地
域
活

性
化
論
」
が
「
常
識
」
」

化
す
る
な
か
で
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
人
口
減
少
・
高

齢
化
、
財
政
硬
直
化
な
ど

で
、
「
神
話
」
が
崩
壊
し

ま
し
た
。

従
来
の
大
型
公
共
事
業

＋
企
業
誘
致
型
地
域
開
発

政
策
が
う
ま
く
い
か
な
く

な
っ
た
要
因
と
し
て
、

①
大
型
公
共
事
業
は
、

地
域
経
済
の
へ
の
波
及
効

果
が
少
な
い
上
、
地
方
財

政
を
悪
化
さ
せ
る
、

②
企
業
誘
致
に
成
功
し

た
と
し
て
も
、
利
益
は
本

社
に
移
転
、
地
域
内
に
循

環
せ
ず
、
立
地
し
て
も
撤

退
・
縮
小
の
危
険
が
伴

う
、

③
災
害
復
興
を
行
う
地

域
で
は
、
地
元
中
小
・
小

規
模
企
業
再
生
の
重
要
性

と
、
具
体
的
な
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
例
（
気

仙
沼
市
）
な
ど
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。

立
派
な
道
路
・
建
物
で

き
て
も
住
民
生
活
向
上

し
な
け
れ
ば「
活
性
化
」

と
言
え
ず

地
域
活
性
化
で
は
、

①
立
派
な
道
路
や
建
物

が
で
き
、
雇
用
効
果
の
少

な
い
先
端
工
場
を
立
地
し

た
と
し
て
も
、
生
民
の
生

活
が
質
的
に
向
上
し
、
住

み
続
け
ら
れ
な
い
な
ら

ば
、
「
活
性
化
」
と
は
言

え
な
い
こ
と
、

②
地
域
発
展
の
決
定
的

な
要
素
と
し
て
、
「
地
域

内
再
投
資
力
」
と
量
的
質

的
形
成
の
重
要
性
、

地
域
内
に
あ
る
経
済
主

体
（
企
業
、
農
家
、
協
同

組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
そ
し
て
地

方
自
治
体
）
が
、
毎
年
地

域
に
再
投
資
を
繰
り
返
す

こ
と
で
、
仕
事
と
所
得
が

生
ま
れ
る
こ
と
、

生
活
が
維
持
・
拡
大

し
、
地
域
の
個
性
的
な
産

業
、
企
業
、
地
域
景
観
づ

く
り
を
い
か
に
高
め
る
か

が
問
わ
れ
る
こ
と
な
ど
の

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

農
業
・
商
業
・
旅
館
・
観

光
業
一
体
の
取
り
組
み

で
効
果
上
げ
る
大
分
県

由
布
市

農
業
と
商
業
者
、
旅
館

業
者
、
観
光
業
者
が
一
緒

に
な
っ
た
取
り
組
み
と
し

て
、
大
分
県
由
布
市
の
事

例
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

由
布
院
の
固
定
資
産
税

が
大
分
県
の
中
で
最
高
額

で
あ
る
こ
と
、

再
生
産
可
能
な
米
価

（
昨
年

㎏
２
万
４
０
０

60

０
円
）
で
地
元
の
旅
館
・

飲
食
店
が
購
入
し
て
い
る

こ
と
、

保
養
地
型
の
観
光
施
設

整
備
を
行
う
中
で
リ
ピ
ー

タ
ー
を
確
保
し
、
地
域
経

済
が
循
環
し
、
観
光
波
及

効
果
が
２
倍
に
な
っ
て
い

る
こ
と
、

観
光
振
興
計
画
と
成
長

の
管
理
が
地
域
で
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
化
地
域
・
低
所
得

地
域
で「
年
金
依
存
率
」

高
く全

日
本
年
金
者
組
合
静

岡
県
島
田
支
部
か
ら
、「
年

金
の
地
域
経
済
に
及
ぼ
す

影
響
と
年
金
引
き
下
げ
違

憲
訴
訟
」
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

市
議
会
に
対
し
、
国
へ

の
意
見
書
を
請
願
し
、
採

択
さ
れ
た
内
容
は
、

①
島
田
市
の
市
民
総
所

得
に
対
す
る
年
金
受
給
額

（
以
下
年
金
依
存
率
）
は

％
に
も
及
ぶ
こ
と
、

14
②
こ
の
３
年
間
の
年
金

削
減
額
は

億
円
に
も
上

10

る
こ
と
、

③
島
田
市
の
一
般
会
計

予
算
３
５
０
億
に
対
し
、

年
金
受
給
額
が
４
２
０
億

等
市
内
の
経
済
に
与
え
る

影
響
は
大
き
く
、
年
金
は

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
消
費
に

費
や
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
総
支
出
額
に
占
め

る
割
合
は
高
ま
る
こ
と
、

④
年
金
額
の
削
減
に
よ

り
、
市
内
の
消
費
力
の
低

下
と
日
用
品
購
入
の
販
売

店
が
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
や
、
公
共
交
通
の

縮
小
や
廃
止
が
進
ん
で
い

る
こ
と
な
ど
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

島
田
市
の
事
例
は
、
人

口
減
少
が
加
速
化
し
て
い

る
地
域
に
共
通
す
る
課
題

で
あ
り
、
高
齢
化
が
進
む

地
域
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
、
市
民
総
所
得
に
対
す

る
「
年
金
依
存
率
」
は
高

く
、
所
得
の
少
な
い
地
域

に
お
い
て
、
年
金
に
依
存

す
る
率
が
高
く
な
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ど
こ
に
住
ん
で
も
豊
か

な
暮
ら
し
保
障
さ
れ
る

必
要主

権
者
で
あ
る
国
民

が
、
ど
こ
に
住
ん
で
も
等

し
く
豊
か
な
暮
ら
し
が
保

障
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
人
口
減
少
と
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
循
環
型

経
済
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

決意表明する代表団の工藤範子団長

原
水
爆
禁
止
２
０
１
９

年
世
界
大
会
壮
行
会
が
２

日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
岡
か
ら
は
大
学
生
２

人
、
医
療
生
協
や
ま
が
た

職
員
と
組
合
員
３
人
、
ま

ち
づ
く
り
協
同
組
合
「
虹
」

職
員
２
人
、
高
校
生
１
人

の
計
８
人
が
参
加
し
ま

す
。

し
た
。

ま
た
、
鶴
岡
地
区
代
表

団
の
工
藤
範
子
団
長
（
庄

内
町
議
）
は
、
２
月
町
議

会
で
「
核
兵
器
禁
止
条
約

の
署
名
、
批
准
を
国
に
求

め
る
請
願
」
が
採
択
さ
れ
、

意
見
書
が
送
付
さ
れ
た
こ

と
を
紹
介
し
、
「
保
守
の

議
員
も
『
こ
れ
は
反
対
で

き
な
い
』
と
言
っ
て
い
た
。

核
兵
器
廃
絶
へ
さ
ら
に
学

び
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

つ
る
お
か
被
爆
者
の
会

会
長
の
三
浦
恒
棋
氏
が
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、
山
田

守
、
長
谷
川
剛
両
市
議
が

参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら

は
、
「
被
爆
者
の

方
の
話
を
直
に
聞

き
、
帰
っ
て
き
て

か
ら
伝
え
た
い
」

「
原
爆
に
つ
い
て

は
学
校
で
学
ん
だ

程
度
な
の
で
、
長

崎
で
は
肌
で
戦
争

の
恐
ろ
し
さ
、
平

和
の
尊
さ
を
学
び

た
い
」
と
い
う
決

意
が
述
べ
ら
れ
ま


